
 

 

 

 

 

 

 

 

                  平成 28 年 2 月 

                 佐賀市長 秀島 敏行 

 

 

 

 私たちが暮らす佐賀市は、脊振・天山山系の緑と清らかな水、佐賀平野に広がる

クリークや田園、干潟が広がる有明海など豊かな自然に恵まれています。 

佐賀市では、これら昔から受け継がれてきた地域資源を未来に引き継いでいくた

め、様々な環境保全活動に取り組んでおります。 

平成27年5月には東よか干潟がラムサール条約湿地に登録されました。佐賀市の

自然環境の一つである干潟の価値が国際的に認められたことで、市民のみなさまに

干潟の価値や魅力を再認識していただけるものと考えております。今後もみなさま

とともに干潟の保全に努めてまいります。 

  

また、昨今深刻化している地球温暖化問題に対しましては、節電等の省エネルギ

ーに努めるとともに、「廃棄物であったものがエネルギーや資源として価値を生み

出しながら循環するまち」を目指し、環境の保全と産業の振興が両立した“バイオ

マス産業都市さが”の構築に取り組んでまいります。 

 

 『環境報告書（ｅ‐ガイド）』は、市民のみなさまに環境に関する取り組みにつ

いて理解を深めていただくために、毎年度作成しております。また、報告書には、

大気・水・ごみなどの環境の実態や佐賀市ならではの取り組みを掲載しております。 

 

今後とも、市民・事業所・ＮＰＯなどのみなさまと力を合わせて積極的に環境に

配慮した行動に取り組んでまいりたいと考えております。 

 

 最後に、本書が環境問題への認識をさらに深めていただくきっかけとなり、環境

のために行動する際の参考となれば幸いです。 
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